
人類は古くから地域の気象に関係した文化活動を展

開し，気象は地域の営みに深く関わってきたといえ

る．しかし，気候変動や異常気象など気象学会が従来

研究対象として扱ってきた現象が，様々な形で人類に

影響を与えることが危惧されつつある．2009年に開催

された第３回世界気候会議では，気候サービスの提供

者と利用者間の連携強化の必要性が認識され，利用者

が意思決定に活用しやすい気候情報の提供を推進する

「気候サービスのための世界的枠組み」を構築するこ

とが決定した．このような背景のもと，気象学の知見

や予報の情報，学会としての活動は，どのような形で

日本の地域社会へ貢献することができるのか検討する

必要があると考えられる．

去る2012年10月４日，北海道大学学術交流会館にて

開催された日本気象学会2012年度秋季大会にて，気象

を活用した地域づくりをテーマに掲げて公開シンポジ

ウムを２時間にわたり開催した．本シンポジウムで

は，北海道における気候変動や気象に関連した課題を

自治体関係者が提起し，日本気象学会としてどのよう

な貢献が可能か議論するという構成で講演とパネル

ディスカッション形式の総合討論を行った．これまで

の気象学会のシンポジウムでは，自治体の研究所に所

属する方が講演する機会はあったが，本シンポジウム

では札幌市役所および占冠村役場において直接行政に

携わる立場の方から貴重な意見を得ることができた．

また，参加者には学会関係者だけではなく一般市民や

行政に携わる方々も多数見られ，300名近くの来場者

があった．

総合討論では，講演で紹介された都市部・札幌と農

村部・占冠の実情にもとづき，「気象学が貢献できる

地域づくり」が議論された．討論の冒頭に地方行政の

立場から気象学に対する要望と問いかけが行われ，研

究者サイドから返答を行う形式で進められた．討論の

具体的な内容は，各講演の要旨の後に掲載した．気象

学（学会）に寄せられた要望としては，短期・長期の

予報精度向上と，流域や自治体に特化した気候予測情

報の提供，気象を題材にした教育や最新の知見の普

及，の３点が挙げられる．

最後に，講演者，司会者として登壇して下さった

方々，運営スタッフの方々，当日ご来場下さった方々

に感謝いたします．特に学会での講演という日常の業

務とは大きくかけ離れた講演の重責を快く引き受けて

下さった札幌市の稲木課長，占冠村の中村村長に，こ

の場を借りて厚く御礼申し上げます．
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